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は し が き

心臓移植後の慢性拒絶反応とさ~れる冠動脈内膜肥厚は､病態､予防法､治療法

とも不明であり､1心移植後の長期予後を左右する最も深刻な問琴となっている｡

この病態に関した最近の研究では､冠動脈内膜肥厚病変を構成する内膜平滑筋

細胞の鱒とんどがレシピエント由来であり､その中にはレシ車中ト骨髄由来
平滑筋前駆細胞が含まれていることが示唆されている｡したがらて､藤植心冠
動脈内膜肥厚病変における平滑筋細胞はレシピエント循環血中の骨髄由来幹細

胞から派生~している可能性があり､冠動脈内膜肥厚予防に対する治療戦略とし

ては､レシピエント骨髄幹細胞に由来する平滑筋前駆細胞を標的とすべきであ

ると考えられる云そこで本研究では､上述のAng-1/TIE2システムを標的とし､

独自に開発した遺伝子導入法であるDNAコーティング金粒子カウンターショ

ック法を用いて遺伝子工学的に作製したTIE2･Ig遺伝子を効率的に轟入するこ
とにより､ドナー心冠動脈内皮細胞とレシピエント骨髄由来平滑筋前駆細胞と

の相互作用を移植臓器局所で制御し､冠動脈内膜肥厚を抑制することを目的と

する｡
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